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五 色のサイ エ ン スの文字は ､
｢ 五昏で感じるこ とJ と ｢科学の

多面監｣ を姦 ｣ て い ます ｡ また ,W . 拓 は､ ｢ フラ ワ ウボッ クスを

昭けるこ と｣ と ｢多感 な主体 が一望に払 う恩｣ を表してい 91す ｡

2 0 1 0 /0 7 /l l ◎
1 0 :0 0 一 - 1 7 :0 0 入 場 無 料
東北大学川内北キ ャ ン パ ス ⊂ 棟 1 階 - 4 階
仙 台市 青 葉 区川 内 4 1 ( ご 来場 の 際は 公共交通機 関を ご利 用 く だき い)
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後援 : 乗北大学 ､ 東北経済産業局 ､ 宮城県 ､ 仙台市 ､ 宮城県教育委員会 ､ 仙台市教育委員会 ､ 東北経済連合会 ､

東北産業 活性化セ ン タ
ー

､ 産業技術総合 研究 所東北セ ンタ
ー

､ 日本技術士会東 北支 部､ みや ぎ工業 会､

東北学院大学 ､ 東北 = 業大学､ 0 河北新 報社 7Z n ] t 胆 次 喝 苑i = K " 乗 E) 本 放 送 鈍 @ 仙 卓 轍
送 局 = t 呼 声 L I E = E- d e h

読売新聞東北総 局､ 朝日新聞仙台総局 ､ 産経新聞社東北総局 ､ 毎 日新聞仙台支局 ､ 日刊 = 業新聞仙台総局 ､ 時事通信社仙台支社

間合 : 特定非営利活動法人 n a t u r al 5 ⊂ie n ⊂e ｢ 学部仙台
･ 宮城サイ エ ンス デイ 2 0 1 0 ｣ 事務局 担当

･ 大草芳江

〒9 8 0 - 0 0 2 3 仙 台市青葉区北目町 4 - 7 H S G ビル 3 階 T EL/F A X 0 2 2 -7 2 l - 2 0 3 5 i n f o @ n a t u r al
-

5 ⊂i e n ⊂e 1 0 r .jp

詳 細 ･ 参加 申込 は サ イ エ ン ス デ イ [ 『
h t t p :// w w w ･ s ⊂i e n ` e ~ d a y ･ ⊂o m /

※ こ の イ ベ ン ト は ､ 独 立 行 政法 人 科学技術 振興機 構 の 平 成 2 2 年 産 地域 の 科学舎推 進事 業 地域 活動支援 に よ り 実施 し て し
､ ま す o
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1 0:0 0 一 - 1 7 :0 0 子 ども から大人まで

真北大学 川内北 キ ャ ン パ ス 講義棟 (仙 台市青莞 区川 内 4 1)

◎ 基調講演 1 0 : 0 0 - 1 1 =0 0 定且 1 5 0 名 (申込 不幸 ､ 中学生JX 上)

甲
酉

･

等 潤
一

氏 ｢ 科 学技術 と真北｣
1 9 2 6 年仙台市生 まれ や 半喜事体や 光っ正信L = 関す る分野で 先 脚 な研 瑚 研が高く評価ざれ ､

｢ ミス ター牢3事件｣ r 光; 由信の父 ｣ と呼ばれる ､ 世界的に宅名な科学者 E , 東北大学工 学書芦電 気

工 学科卒強｡ 東北 * 苧東電長 ､ 首都 大学 東京学長 な どを歴イ壬E ,･現在 . 上 智大学j 符任 汲

◎ 講座 プロ グラ ム ※ w EB で事前申込方ミ必要 です (締切 : 7 月 9 日)

※ 各講座によっ て時間や対象年齢などが異なりますo 詳 細はW E 8 上 でご確認ください .
逆 定具 になり次第 ､ 募集を締め切 らざせ て いただく場 合がござい ます. 予めご了永くだきい o

･ A 先確の 新エ ネ技祐 ｢I宏粁t 池｣ を学んで体威 しよう! (産業技術稔含研究所)
･ プチE) ケ I

y トを作 っ て飛L5 そう! ( 宇宙航空研究開発機構J A )【A 角田宇宙セン ター)
~ ､ 撫壬 蔑を宇宙に送 ろう! (仙台市科学館 ､ 日奉I B M )

･

_
コイルと礎石でモ

ー

タ
ー

を作ろう! (仙台市太 白少年少女発明クラブ)

･･ 世 界でひ とつ だけの 虹ひこ うきをつくろう! ( o D A プレ ー

ン愛好会)

くふうは発明の第 一

歩! オ
IJ ジナルの作E[

E'

. .を作ろう! (経洪産集省 東北鐘漬産兼局 特許室)

･ ･ E N E O S わくわく体験載豆 - キャン ドルづくI) とZ( 境の 体験宇V - ( 新日本石油 東北支店)

･､･
ペ ッ トボトルで7 の結晶をつくろう! ( 東北大学 G〔O E ｢変動王 臓 墨字の 統合 析 研究拠点｣)

･

生物多糖仕っ てなあL= ? ( 東北大学大学院 生態適応 G⊂0亡)

_ 自然のす
ごきはどこL= ある? ( 東北大学大学院 巧境科学研究科 石田研究室)

_･
天気予報かできるまで賢(仙台管区気象台)

_
｢ ボトルネ

I

y クを解済せよ! J - 小耽 『ザ ･ ゴ ー

JLl』 をゲ
-

ムで体感 しよう! ( 種技稚土手強所)

･ ･ 扶育t 召舌がつ なが るしくみを知 っ て安全 に集 しく使おう! ( N T T d o 〔o m o 東北支社)

_
･ 有機半gI 体でトランジスタを作 ろう ! ( 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 w pトAI M R)

◎ 体験 プ ロ グラ ム 入退 場 自由 (申込 不 要)
I
_･ 見えな

いもの をはかっ てみJ: う! (仙台測群杜)

･ 光と迫 ぽう! ( ミウラセン サー研究所)
･

ノ 9 9 9 速
I) のt 手回路をつくろう! ( ソートR & D)

･ ｢歯のない歯車｣ つ て何7 体鹿 してみよう! (総菜工機)
･ . rミクE) ｣ の 世界に行っ てみJ : う H (東栄科学産業)

_･･ 事長の天体 例 会 ( 仙台市天文台 移動天文車
｢ベ ガ号｣)

~･ 四幹型F) ポッ トを体裁 しよう! (El本ナショナルインス ツルメンツ)

_
, 本づくI) を俸瀕 してみよう! ( 笹庶出版印刷)

_
s a rld s ( a p e ( 砂のア

-

ト) ( ビJL ,ド ･

フI L'一方ス)
I , い るい ろな植物を調べ てみよう! ( 宮城県農業 I B] 葺総合研究所)

･_
: おい しい米 を科学 しようl ( 宮城県古川農薬試験場)

_
海 の小 吉な生き和たちを斌 察しようZ ( 宮城県水産技緒総合センタ-)
~ 光 フ 7 イJ (をつ なげてみよう! (古河R = )

_ タイトル準備中 (
N T T 東日本 宮城支店)

I ･ 半gF 体 をつ くる蕪tL っ てどんなもの 7 ( 東京エ レクトロン A T)

▲プチ ロ ケッ トを作っ て飛 ばそ う !

( 宇宙I机空研 究 Hl 発機 増 J A X A 角EZl 宇 宙セン ター)

∋≠~二二塩 一

▲ すべ らち: い秘密 を体験 しよう J

( 弘進ゴム )

▲ j玉護 のかまI f こを揚げ た油歩 エ ネルギ- [ = 変 身 J
( 包釜 市Eg 地 水産加 工業協 同組 合)

▲新 しい イチ ゴの晶頑 づくりを伴 放 しよう J

(宮城県A 尭 ･

Eg 芸能含研 尭所)

地 斡t 池のひみつ ｡ t 気 をつ くっ てみよう! (新日本石油 東北支店)

塩 釜のか 剖まこを撫lヂた格和5dl がエ コエ ネルギ ー t = 大 変身! ( 塩釜布団他水産加工兼協同組合)

① すべ らない鳥密を件虚 しよう! ④天然ゴムでス ー

パ
ー

ボ
-

ルをつくろう!賢( 弘達ゴム)

透 明な粘土があるっ て本当! 7 粘土の不急th に迫 っ てみ よう! (産業技能総合研究所 尭〕ヒセン ター)
二 酎ヒ炭素削減 ･ 省エネ に確立つ r直流拾t ｣ を俸親 しよう! (東北電子産# )

扶育t 書岳やゲ
ー

ム機 に使われてい る⊂P U に触れてみよう! ( シス テム
.

ア イ)

失敗は成 功の もと! 一 失放から生まれた大きな発明 - (経済産業省 東北経済重美局 特許室)

日本 の伝統 的な未達建築横型の 組立てを価 度しJ; う! (宮城県立大暗幕等技術等門校)

イライラ枠を体裁 しよう! プE) ダ ラミングをEl分でつ くろう! (宮城県立仙台高等技範専門校)

手作B) おみくじマ シ
ー

ン ･ じや んけんマ シ ー ンを体験 しよう! ( 宮城県立白石高等抜衝専門樹

l[lの 汚れ 馴 ヒゲ - ム体顔. 高校生に よる科学研究の招 介( 宮城県石巻工業高校)

立体画像を体成する! 空か与地形を見てみよう!等(防 掛
･

X 2h サポ ー トセンター､ 岩手大学地域連扶研究セン ター)

仙台平野 で起 こっ た菅の 津浪を今の土 から分析する( 東北大学 G ⊂O E ｢変動地球惑星苧の 統合教育研究拠点｣ 慧)

みんなが使っ た水 をキ レイL= する小 舌な生書物たちにあっ てみよう (公益社同法人音域県生活環境事業協会)

ペ ッ トボトルで下水処理場 -

'

F 水 処確 が
r'

すっ き L)
- rr '

はつ きリ
T
'

分か
L) ます

-

(イ山台市 親 局)

◎ ｢ 科学 と社会｣ 意見 交換 ･ 交流会 1 B :0 0 - 2 0 :0 0 (事前 申込 制)

1 8 : 00 - ゲス トに よ る 講演会 ､ 1 8:3 0 - ゲ ス トを交 えた 意 見交換 ･ 交;売会

ゲス ト 数 井 寛 氏 ( 揺 訪産業省 東北経済産業局 局 長)
｢ グ ロ ー

/ てリゼ -

シ ョ ン の 中の 日本 ､ そ して 乗北｣
※ 内容 は変 更 に なる 場 合 があり ま す｡ 詳 細は W E B を ご 覧く ださ い ｡
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詳細 ･ 申込 ･ 間合は W E B で サ イ エ ン ス デ イ [ 『 htt p :// w w w ･ s (岳e n ( e - d a y ･ ⊂o m /

※ こ の イ ベ ン ト は ､ 独 立 行 政 法 人 科 学技 術 振 興 塊 根 の 平 成 2 2 年度 地 域 の 科 学 舎 推 進重 義 地 域 活 動 支 胤 こよ り 実 施 し て い ま す .




